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所在地 大阪府門真市古川町７番３号  

  

理事長 大西宏幸 

  

法人理念 こどもの最善の利益を考える 誇りと責任を持って真心保育を実践する 

 こどもの成長発達を支える 保育を通して福祉に邁進する 

子育てに関わる社会的役割を果たす 

 

第二種社会福祉事業 

イ）放課後児童健全育成事業 門真市立古川橋小学校放課後児童クラブ

ロ）一時預かり保育事業  古川園 柳町園 

ハ）養育支援訪問事業 古川園 

ニ）幼保連携型認定こども園 古川園 柳町園 

ホ）小規模保育所 ブリスガーデン(R９年４月開園予定)

へ）障がい児通所支援事業 ふるかわベース 

ホ）障がい者相談支援事業 ふるかわベース 

社会福祉法人小百合苑

令和 8 年度事業計画書 

法人事業 
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人事異動 

人材確保・人材育成 

相談・苦情処理 

福利厚生 

虐待防止・機関連携 

危機管理 

小百合苑 事業計画 
 

 

 

 古川園 柳町園 古川橋児童クラブ 

R8.3.3 退職 倉本 福沢 宮崎 迫田 寺馬 中川、川瀬  

R8.4.1 採用 坪田 長谷川 角田 斎二 末松 赤木、岸川、福垣  

復・休職 異動 森本 池田（復職）  

 

・働くすべての人が幸せな法人を目指す。言葉遣いやマナー、分かりやすく明確に伝える力をつける。保育

サービスを提供する側、受ける側の価値観や考え方のギャップを意識し対応する。 

・新任職員の育成に取り組む。仕事と保育を分けて考えてまずは仕事ができるように育成する。 

・近隣市の採用条件を踏まえ、法人独自の保育士確保のため奨励制度を準備する。 

・人材の確保や定着、育成に積極的に取り組み、人を大切にする。働きやすい労働環境の実現。 
 

・各事業所に解決責任者・受付者を置き、虐待防止委員も兼ね苦情解決の体制を保護者に周知する 

・保護者の意見を各事業所で公表・謝罪等、迅速に丁寧に対応する。意見に基づき改善する。 

 古川園 古川橋小学校児童クラブ ふるかわベース 柳町園 ブリスガーデン 

苦情解決責任者 藤岡里実  松成晋一(古川園)目加田順平(ベース) 大西宏幸 大西佐知子 

苦情受付者 秋山尚美 宮地律子 丸山佳代 平田玲子 
 

 

・メンタルヘルス、ワクチン費用負担、麻疹・風疹に備える。（抗体検査、予防接種の履歴確認等） 

・観劇、コストコ会員、食事券など法人で働くモチベ―ションアップになるプラスαを実施する 
 

・法人職員は児童福祉に関わる職務を自覚し、こどもへの不適切な対応をしない 

・職員の倫理観向上 不適切な保育について話し合える関係性、風通しの良い施設づくり 

・虐待防止委員を中心に体制を整え、不適切な養育や虐待の早期発見・防止・連携に努める 

・こどもを尊敬の対象として見る。こどもの人権擁護のスキルを高める。 

・市各機関・こども家庭センターと連携し、門真市の抱える子育て事情に対応する 
 

・安全確保計画・事業継続計画策定 こどもの安全について意識と組織対応力を高める。 

・門真市内の急速な少子化の中、持続可能な法人となるよう園の付加価値を高める。 

・災害・事件発生等の非常時は行政・警察の指示に従い、待機・避難等対処する。 

・大規模災害に備え、連絡方法・園児受け渡し方法等を整える。帰宅困難時に備え、一泊分を備蓄。 

・各機関と連携し、こどもを取り巻く環境、生活の保障、安全を守る。対応スキルを身につける。 

・浸水想定区域内であることを理解し、非常災害対策計画を見直す。南海トラフ地震に備える。 
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保育方針 

保育計画 

保育サービス 

職員資質向上 

地域貢献事業 

乳幼児保育・教育事業 古川園・柳町園 
 

一人ひとりのこどもを大切に、明るい笑顔、優しい言葉をモットーに

家庭的な雰囲気の中で真心のある保育を実践します 

 
よく見て、よく聞いて、よく考える子 心身共に健やかな子 思いやりのある心豊かな子 

 

こどもの最善の利益を考える 一人ひとりの個別計画のもとに成長発達を支える

こどもの立場や思いを理解し、楽しい園生活を保障する 

叱らない 教える保育、喜びを感じる保育の推進 

こどもの人権を守る（いじめ、仲間はずれ、懲戒等はしない、させない） 
 

 

 認定 古川園 柳町園 

1 号認定 教育時間 9：00～14：00 9：00～14：00 

2 号認定 

3 号認定 

短時間 8：30～16：30 8：30～16：30 

標準時間 7：00～18：00 7：30～18：30 

開門時間～閉門時間 7：00～19：00 7：30～19：00 

 

・一時保育 ６ヶ月以上～就学前 子育て家庭・保護者を支援する保育サービス 

・障がい児保育 適切な支援が受けられるよう、障がい・生活のしづらさ、困り感を理解 

・事業の継続 門真市の著しい少子化を理解し、安定した利用者確保に向けて対策を練る。 

・学校施設関係者評価 評価委員を行事や研修に招き、施設の現況を評価いただく。 

中村知宏（古川園保護者）、福田淳二（柳町園保護者）、角咲子（地域・学識）、松野祐美子(地域・学識) 

 

・すべての研修費用を負担。資格取得も含めてキャリア形成と学習意欲向上を積極的に支援。 

・スマイルサポーター・幼児教育アドバイザー養成講座等研修の充実、保育の質の向上を目指す。 

 

・各施設で地域の子育てに関わる社会的役割を果たし、地域貢献および生活困窮支援をする 

 古  川  園  柳  町  園  

園庭開放育児相談 開園日 10：00～13：00 水曜日 10：30～11：30 

イベント 親子保育・サロン各月 1 回程度 水曜日年 20 回  10：00～11：00 

こども食堂 5/9 7/11 9/12 11/14 1/9 3/13 ３か月に１回開催 

地域貢献支援員 

スマイルサポーター 

秋山 松成 平井 冨永 淡路 

江口 小長谷 森本 福本 田中裕 

大西佐 平田 橋田 古川 眞野 

・誰でも通園制度について、再度検討する。 

保育目標 
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CS(Customer Satisfaction)  保護者・連携 

危機管理 

食育 

少子化対策 

 

・乳幼児期の教育施設としてこどもの最善の利益を追求し、保育技術と知識の向上をめざす。 

・こども達が成人する未来の社会をイメージし、多様性を認め合い、グローバルな視点を育てる 

・「生きる力」「社会情動スキル」を伸ばすための保育・教育を考える。言う力、聞く力を育てる 

・職員は「私語」ではなく「保育」でコミュニケーションや連携をとる。 

・家庭と共に自己肯定感の向上を目指す。 

・環境設定、玩具の特性・あそび方・片付け方、異年齢保育、読み聞かせ方法を研究する 

・小学校との交流や保育園・幼稚園・小学校連携会議に参加する 

・発達相談・門真市巡回指導・相談支援・保育所等訪問で、個々の発達に合わせた関わりを学ぶ。 

 

・クラス、個人懇談を設け保護者の声を聞く、保護者アンケート結果をもとに計画を立てる。 

・保護者の負担軽減を考え、保護者からの苦情や要望に対し速やかに対応し公表する 
 

・震度 5 弱の地震発生時には休園。門真市の震災対応の基準が明示されれば準じる。市の災害対策本部

が設置されれば連携し対処する。 

・災害時や園周辺の事件発生時、その翌日等はこどもの安全を最優先に考え、保育に支障がある時は無

理な開園はしない。自宅待機等、保護者に判断を求める。 

・毎月の避難訓練 年 1 回二次避難場所移動訓練 古川園/古川橋小学校 柳町園/速見小学校 

 

保健 嘱託医等 

 内科 歯科 眼科 (柳町園のみ) 薬剤師 

堺医院(堺昭彦医師) 堤デンタルクリニック(佐原起志子医師) 川上眼科(川上剛医師) 溝端裕巳 

・感染症対応、医師の意見書、重要事項は門真市公立園の対応に準じる。 

・感染症予防策について職員指導をする。継続して肝炎ワクチン接種を続ける。厚生労働省発出のガイド

ラインを基に対応を統一。こども集団生活の感染防止対策は重篤化を防ぐため取り組む。 

・家庭と子どもの健康に関する情報共有に努める 
 

・ウオクニ株式会社に給食業務委託契約継続 人件費・食材高騰により委託費、食事代が上がる。 

・毎月栄養士と給食会議を実施 安全な食材選び、こどもが満足する給食を目指す。 

・アレルギー疾患生活管理指導表の提出のもとに対応する。配膳は除去食専用トレー・食器を使用。 

・誤嚥事故のリスクを見直し、食事中はこどもを見守る 

・楽しい食育行事・菜園活動を企画する。栽培した野菜でクッキング保育を行う。 

 

・入園第１希望申込数４０％以上を目標にして、情報発信を強化しイメージの定着を図る 

・子育ての楽しさを SNS にて発信し、子育てに関するイベントを月１～３回開催する 

・５年かけて段階的に児童の受け入れ人数を減少させて、利用定員を下げる 

保育内容PS(Planninoft Section) こどもの活動・行事他 
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保育変更点 

保育内容・研究課題・行事計画 

安全管理 

施設整備その他 

古川園 事業計画 所在地 門真市古川町７－３ (法人本部と同じ) 

 

 

園長／藤岡 副園長／松成 主幹保育教諭／秋山 淡路 相談役／大西潤 

常勤保育教諭  23 名 非常勤保育教諭 10 名 

0 才 15 名 江口 坪田 東地 早田 久保 保明 田中(美) 

1 才 24 名 溝井 尾鳥 村山 河口 角田 廣内 上田(昌) 

2 才 27 名 冨永 森本 山本 臼池 長谷川 福本(地域) 

3 才 32 名 平井 大津 岡本 末松  

4 才 32 名 小長谷 永井 斎二 笠川 

5 才 28 名 東 大屋敷 大谷 

一時保育  田中(裕) 西元 

子育て支援員 羽藤 朝山 辰島 保育補助 山口 高木 小野 笠原 上田(芽) 近藤 

講師 体操：徳井 英語：作田 草花：こどもみらい 発達相談 心理士：卒田 こどもサポートルーム si-po 

 

・親子イベント・キッズランチデーなど、子育てについて保護者と共感・語り合う機会を増やす。 

・妊娠期から学童期まで 100 カ月の育ちを支える。全開園日、園庭を開放し、いつでも相談園を目指す。 

・デジタル遊び導入 遊び道具としてタブレット導入。遊びの幅を広げる。 

 

・クラス会議の定着 こどもの主体性を重視した教育・保育、行事の引き算を考える。 

・年長児の発表会の取り組みを題材に小学校教員へ公開保育を案内。教員と意見交換した 

・クラスの垣根を超え、古川園全体の保育を考える。まずは４・５才クラスの交流時間を増やす。 

・2 階ホール遊びの充実 美しい園内環境 遊びを深め、広げるためも整理整頓スキル向上。 

・こども達の人権・人格・権利を守る権利擁護のスキルを高める。ジェンダー意識を高める。 

・大人もこどもも「じぶんまる」と自分のことが好きになるような園づくり。 

・発達支援 児童発達支援施設との連携から保育スキルを高める。 

・若手育成 若手離職者を出さない。 

 

・防災・避難計画を保育に反映。地域組織とのつながりを高め、家庭の防災教育を発信する。 

 

・運動場シェード設置 
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保育変更点 

保育内容 子どもの活動他 

地域子育て支援 イベント 

施設整備計画 

その他 

柳町園 事業計画 所在地 大阪府門真市柳町１４番１０号 

 

園長 1 名：大西宏 副園長 1 名：大西佐 主幹保育教諭 2 名：平田 眞野 

常勤勤務保育教諭 23 名 非常勤保育教諭 8 名 

0 歳 15 名 川村 篠川 杉本 山下 福垣 小島 

1 歳 26 名 古川 中谷 小島 村田 赤木 安藤 髙橋 

2 歳 28 名 橋田 稲垣 池田 宮城 中村  大西 小窪 

幼児 102 名 森 山口 福島 石川 秋山 水﨑 山本 岸川 芝 京本 山之内 

フリー・補助 11 名 黒田 高田 丸尾 山口 松下 山口 松下 金田 片山 坂口 坂口

講師 2 名 徳井（体操） 吉田（こぐまチャイルド） 

 

・海外留学の児童の受け入れ開始 ノンバーバル異文化交流を行う 

・0 歳児クラス６か月より受け入れ  4 月 14 名にて新学期を迎える 

 

・令和８年スローガン「探求の保育 保育の探求」 楽しい保育を探求する 

・３年目以降の中堅スタッフの積極的な園運営の参画をスタッフ全体で協力して促す 

・肯定的支援を心がけて、公開保育、園内研修、リーダー・クラス会議、施設見学を行う 

 

・一時預かり保育（月火木金週４日）、水曜日子育て支援イベント、子ども服マルシェ、子ども食堂 

 

・７～８月に園舎外壁塗装工事 

 

・ブランディング 人材確保と人材育成 働き方と意識の改革 休憩時間確保と残業時間削減 

 

 

 

 

 

 

柳町園ブリスガーデン事業計画 所在地 古川橋駅前タワーマンション内 

 

 

・令和９年４月１日駅前タワーマンションにて再開準備 

・令和８年秋に工事着工予定 
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クラブ方針 

事業内容 

クラブ内容・活動・行事 

危機管理・苦情 

青少年健全育成事業 古川橋小学校放課後児度クラブ 
 

 

児童に適切な遊びと生活の場を整え、異なった学年による児童の集団活動を推進することによ

り、放課後における児童の健全育成を図る 

 

・こども達が楽しいと思える時間と場所を用意する。 

・職員が丁寧に学習指導する。静かな落ち着いた雰囲気の中でこどものあそびと基礎学力を補う。 

所在地 門真市御堂町 18 番 9 号 

定員・クラブ数・最大受入数 80 名・３クラブ・158 名 

4 月入会者 要配慮児 ９０名 ・ ４名 

大阪府認定放課後児童支援員 主任：宮地 野口 副主任：阪本 那須 支援員：三浦 

古川園兼務者 ／ 補助員 西岡 東 ／ 野田英 安田 氏丸 奥政 野田奏 宮地心 

 

・事業 1８年目 ２０２５年４月１日～２０３０年３月３１日 ３クラブ体制で受託 

 

・主任が変わり新体制で２年目。令和７年度を振り返り、新体制保育の定着を図る。 

・小学校３学年が単学級となる見込み。全校生徒が激減している。伴いクラブ在籍数も減少傾向。 

・こどもを尊敬の対象として見る。こどもの人権擁護のスキルを高める 

・こどもが主体的に取り組み、体験できる環境を提供し、遊びを通じて成長をサポートする。 

・しっぽ取りなど全学年参加の遊びを定期的に更新し、異学年交流を深める。 

・課題ある児童について行政、学校（教諭、支援担）療育施設と共有、連携し発達と家庭を支える。 

・放課後子ども教室開催 

・メール配信システムで日々の活動を発信。連絡帳・通信だよりなどで、相談しやすい関係構築。 

・担当課へ課題申し立てを継続 ①学校共有エリアが大きく収納スペース不足 

②緊急時の連絡手段 ③宿題対応のため WiFi エリア拡大 

 

・避難確保計画をもとに大規模災害時は避難所開設も含めて学校と連携する。 

・備蓄強化。災害時対応のねらいもあり、おやつのストックを充足させ、管理表で確認する。 

・利用予定児童が気ままに帰宅することのないように、保護者との連携を密にする。 

下校方法の把握を徹底(学校集団・児童クラブ集団・個別迎え) 校区を把握し、緊急時に備える。 

・4・9・1 月避難訓練 避難経路の確認 不審者情報が入れば、学校と連携し付き添い下校。 

設置目標 



7  

運営方針 

療育活動・行事 

障がい福祉サービス事業 こどもサポート ふるかわベース 

所在地  大阪府門真市御堂町５－２２－１A 

利用者及び利用者の保護者の意思、及び、人格を尊重し、障害児及び利用者の立場に立った

適切な指定児童発達支援、指定放課後等デイサービス、指定保育所等訪問支援、指定障がい者相談支援

事業等の提供を確保することを目的とする。 

 

開所時間 ９時 00 分～１8 時 0０分 サービス提供時間 ９時３０分～１7 時３０分 

サービス種別 障がい児相談支援事業 障がい児通所支援事業 

提供するサービス 障がい児相談支援 児童発達支援・放課後等デイサービス 

保育所等訪問支援 

定員 — 10 名 

管理者／児童発達支援管理 

責任者／相談支援専門員 

目加田順平 丸山佳代 

保育士  阿部利香 上村しおり 

児童指導員 ／ 

補助員(運転手) 

 小川久美子 喜田富美子 

三好優子 

訪問支援員  藤井(心理士) 

 

 

障がい児相談支援事業 

 

利用者等の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者等の選択に基づき、適切な保健、

医療、福祉、就労支援、教育等のサービス（以下「福祉サービス等」という。）が、多様な事業者から、

総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われるものとする。 

(１)指定特定相談支援の運営に当たっては、市町村、障害福祉サービス事業者等との連携を図り、地

域において必要な社会資源の改善、開発に努めるものとし利用者の意思及び人格を尊重し、常に

利用者等の立場に立って、計画作成対象障がい者等に提供される障がい福祉サービス等が特定

の種類又は特定の障がい福祉サービス事業を行うものに不当に偏ることのないよう、公平中立に

行うものとする。 

 
・サービス等利用計画の作成 

・地域の利用者等からの日常生活全般に関する相談 
 

・地域の中の相談支援事業所としての役割を全うする。 

・地域課題に対して他の事業者と強い連携をとり、機能強化を行なっていく。 

・必要な方へ必要な社会資源が行き渡るよう、相談援助を行う。 

事業内容 

事業目的 



8  

運営方針 

療育活動・行事 

通所支援事業 (児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問事業) 

 

利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、次のとおり適切なサービスの

提供に努めるものとする。 

（１）  指定児童発達支援の提供に当たっては、利用者が日常生活における基本的動作及び知識技能

を習得し、並びに集団生活に適応することができるよう、事業所において、適切かつ効果的な指導

訓練を行うものとする。 

（２） 指定放課後等デイサービスの提供に当たっては、利用者が生活能力の向上のために必要な訓

練を行い、及び社会との交流が図ることができるよう、事業所において、適切かつ効果的な指導訓

練を行うものとする。 

（３） 指定保育所等訪問支援の提供に当たっては、利用者が障がい児以外の児童との集団生活に適

応することができるよう、適切かつ効果的な支援を行うものとする。 

 
・個別支援計画の作成 

・日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練、その他必要な支援 
 

・支援スキル向上 それぞれの特性について学びの機会を増やす。 

・現在の契約者の行政区割合としては門真市 21 人に対し守口市 11 人 

・家庭との連携を重要視し、親子療育のイベントを定期開催。親同士のつながりの場を作る。 

・木曜日午前中は施設を開放して、地域の方に遊び場として提供する。 

・こどもの発達に合わせて「遊び」を通じて、社会性を育む。所属園・校などでの社会スキルの向上を目指し、

小集団の療育保育で自信を持てるよう支援する。 

・ふるかわベースに通うことが他児から羨望の的になるような楽しい療育保育を展開する。 

・地域との結びつきを重視し、利用者の所属する、園、学校とも連携を深める。 

・積極的に集団場面である園、学校へ訪問し、利用者理解を深める。 

事業内容 



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 拠点区分　法人本部 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

事業活動収入計(1) 0 0 0

人件費支出 000,045,4 000,045,4 0

  役員報酬支出 000,089,3 000,089,3 0

  法定福利費支出 000,065 000,065 0

事務費支出 000,066,2 000,066,2 0

  福利厚生費支出 000,090,1 000,090,1 0

  通信運搬費支出 000,02 000,02 0

  会議費支出 000,053 000,053 0

  広報費支出 000,076 000,076 0

  業務委託費支出 000,031 000,031 0

  手数料支出 000,04 000,04 0

  保険料支出 000,031 000,031 0

  租税公課支出 000,01 000,01 0

  雑支出（事務） 000,022 000,022 0

    その他の雑支出（事務） 000,022 000,022 0

事業活動支出計(2) 000,002,7 000,002,7 0

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,002,7△ 000,002,7△ 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0

施設整備等支出計(5) 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0

拠点区分間繰入金収入 000,000,91 000,000,63 000,000,71△

その他の活動収入計(7) 000,000,91 000,000,63 000,000,71△

拠点区分間繰入金支出 000,003,54 000,000,31 000,003,23

その他の活動支出計(8) 000,003,54 000,000,31 000,003,23

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,003,62△ 000,000,32 000,003,94△

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 000,005,33△ 000,008,51 000,003,94△

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 029,730,07 029,732,45 000,008,51

当期末支払資金残高(11)+(12) 029,735,63 029,730,07 000,005,33△



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　古川園 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

保育事業収入 000,088,892 000,003,003 000,024,1△

  施設型給付費収入 000,098,842 000,000,342 000,098,5

    施設型給付費収入 000,030,822 000,042,522 000,097,2

    利用者負担金収入 000,068,02 000,067,71 000,001,3

  利用者等利用料収入 000,037,6 000,037,6 0

    利用者等利用料収入（一般） 000,037,6 000,037,6 0

  その他の事業収入 000,062,34 000,075,05 000,013,7△

    補助金事業収入（公費） 000,066,04 000,079,74 000,013,7△

    補助金事業収入（一般） 000,006,2 000,006,2 0

経常経費寄附金収入 000,001 000,001 0

受取利息配当金収入 000,01 000,01 0

その他の収入 000,044,6 000,044,6 0

  受入研修費収入 000,05 000,05 0

  利用者等外給食費収入 000,090,2 000,090,2 0

  雑収入 000,003,4 000,003,4 0

    雑収入（県共済会退職金分） 000,052 000,052 0

    その他の雑収入 000,050,4 000,050,4 0

事業活動収入計(1) 000,034,503 000,058,603 000,024,1△

人件費支出 000,032,622 000,035,122 000,007,4

  職員給料支出 000,020,921 000,074,321 000,055,5

  職員賞与支出 000,032,92 000,043,72 000,098,1

  非常勤職員給与支出 000,078,73 000,091,14 000,023,3△

  退職給付支出 000,056,2 000,056,2 0

  法定福利費支出 000,064,72 000,088,62 000,085

事業費支出 000,093,03 000,045,92 000,058

  給食費支出 000,054,41 000,052,41 000,002

  保健衛生費支出 000,053 000,052 000,001

  保育材料費支出 000,011,7 000,019,6 000,002

  水道光熱費支出 000,093,4 000,091,4 000,002

  消耗器具備品費支出 000,082,3 000,031,3 000,051

  保険料支出 000,032 000,032 0

  賃借料支出 000,045 000,045 0

  車輌費支出 000,02 000,02 0

  雑支出（事業） 000,02 000,02 0

事務費支出 000,084,63 000,046,03 000,048,5

  福利厚生費支出 000,082,3 000,082,3 0

  職員被服費支出 000,029 000,029 0

  旅費交通費支出 000,001 000,001 0

  研修研究費支出 000,077 000,077 0

  事務消耗品費支出 000,012 000,012 0



令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　古川園 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

  修繕費支出 000,000,1 000,061,1 000,061△

  通信運搬費支出 000,011,1 000,011,1 0

  会議費支出 000,03 000,03 0

  広報費支出 000,089 000,089 0

  業務委託費支出 000,023,61 000,023,61 0

  手数料支出 000,073 000,073 0

  賃借料支出 000,05 000,05 0

  土地・建物賃借料支出 000,062,01 000,062,4 000,000,6

  租税公課支出 000,02 000,02 0

  保守料支出 000,092 000,092 0

  雑支出（事務） 000,077 000,077 0

    雑支出（県共済会退職金分） 000,06 000,06 0

    その他の雑支出（事務） 000,017 000,017 0

その他の支出 000,090,2 000,090,2 0

  利用者等外給食費支出 000,090,2 000,090,2 0

事業活動支出計(2) 000,091,592 000,008,382 000,093,11

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,042,01 000,050,32 000,018,21△

施設整備等補助金収入 0 000,046 000,046△

  施設整備等補助金収入 0 000,046 000,046△

施設整備等収入計(4) 0 000,046 000,046△

固定資産取得支出 000,000,31 000,073,5 000,036,7

  構築物取得支出 000,000,01 0 000,000,01

  器具及び備品取得支出 000,000,3 000,073,5 000,073,2△

施設整備等支出計(5) 000,000,31 000,073,5 000,036,7

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,000,31△ 000,037,4△ 000,072,8△

積立資産取崩収入 000,009,01 000,009 000,000,01

  退職給付引当資産取崩収入 000,009 000,009 0

  備品等購入積立資産取崩収入 000,000,01 0 000,000,01

その他の活動収入計(7) 000,009,01 000,009 000,000,01

積立資産支出 000,041,1 000,041,1 0

  退職給付引当資産支出 000,041,1 000,041,1 0

拠点区分間繰入金支出 000,000,7 000,000,81 000,000,11△

サービス区分間繰入金支出 0 000,08 000,08△

その他の活動支出計(8) 000,041,8 000,022,91 000,080,11△

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,067,2 000,023,81△ 000,080,12

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 0 0 0

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 460,287,73 460,287,73 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 460,287,73 460,287,73 0



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　柳町園 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

保育事業収入 000,031,823 000,006,813 000,035,9

  施設型給付費収入 000,091,462 000,004,942 000,097,41

    施設型給付費収入 000,034,442 000,025,032 000,019,31

    利用者負担金収入 000,067,91 000,088,81 000,088

  利用者等利用料収入 000,064,01 000,064,01 0

    利用者等利用料収入（一般） 000,064,01 000,064,01 0

  その他の事業収入 000,084,35 000,047,85 000,062,5△

    補助金事業収入（公費） 000,067,15 000,020,75 000,062,5△

    補助金事業収入（一般） 000,027,1 000,027,1 0

受取利息配当金収入 000,01 000,01 0

その他の収入 000,097,7 000,097,7 0

  受入研修費収入 000,07 000,07 0

  利用者等外給食費収入 000,082,2 000,082,2 0

  雑収入 000,044,5 000,044,5 0

    雑収入（県共済会退職金分） 000,07 000,07 0

    その他の雑収入 000,073,5 000,073,5 0

事業活動収入計(1) 000,039,533 000,004,623 000,035,9

人件費支出 000,099,732 000,088,422 000,011,31

  職員給料支出 000,073,521 000,030,811 000,043,7

  職員賞与支出 000,001,82 000,004,62 000,007,1

  非常勤職員給与支出 000,044,25 000,040,05 000,004,2

  退職給付支出 000,032,2 000,032,2 0

  法定福利費支出 000,058,92 000,081,82 000,076,1

事業費支出 000,057,53 000,059,43 000,008

  給食費支出 000,057,51 000,054,51 000,003

  保健衛生費支出 000,068 000,067 000,001

  保育材料費支出 000,021,8 000,029,7 000,002

  水道光熱費支出 000,023,5 000,022,5 000,001

  消耗器具備品費支出 000,087,4 000,086,4 000,001

  保険料支出 000,081 000,081 0

  賃借料支出 000,086 000,086 0

  雑支出（事業） 000,06 000,06 0

事務費支出 000,048,63 000,047,63 000,001

  福利厚生費支出 000,046,3 000,045,3 000,001

  職員被服費支出 000,045 000,045 0

  旅費交通費支出 000,002 000,002 0

  研修研究費支出 000,015,1 000,015,1 0

  事務消耗品費支出 000,093 000,093 0

  印刷製本費支出 000,055 000,055 0

  修繕費支出 000,090,3 000,090,3 0

  通信運搬費支出 000,007 000,007 0

  会議費支出 000,04 000,04 0

  広報費支出 000,025 000,025 0

  業務委託費支出 000,043,71 000,043,71 0

  手数料支出 000,042 000,042 0

  賃借料支出 000,03 000,03 0

  土地・建物賃借料支出 000,097,5 000,097,5 0

  租税公課支出 000,091 000,091 0

  保守料支出 000,094 000,094 0

  雑支出（事務） 000,085,1 000,085,1 0

    雑支出（県共済会退職金分） 000,071 000,071 0



令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　柳町園 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

    その他の雑支出（事務） 000,014,1 000,014,1 0

支払利息支出 000,041 000,041 0

その他の支出 000,082,2 000,082,2 0

  利用者等外給食費支出 000,082,2 000,082,2 0

事業活動支出計(2) 000,000,313 000,099,892 000,010,41

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,039,22 000,014,72 000,084,4△

施設整備等収入計(4) 0 0 0

設備資金借入金元金償還支出 000,091,4 000,091,4 0

固定資産取得支出 000,000,32 000,084,5 000,025,71

  建物取得支出 000,000,02 0 000,000,02

  器具及び備品取得支出 000,000,3 000,084,5 000,084,2△

施設整備等支出計(5) 000,091,72 000,076,9 000,025,71

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,091,72△ 000,076,9△ 000,025,71△

積立資産取崩収入 000,075,01 000,075 000,000,01

  退職給付引当資産取崩収入 000,075 000,075 0

  施設・設備整備積立資産取崩収入 000,000,01 0 000,000,01

その他の活動収入計(7) 000,075,01 000,075 000,000,01

積立資産支出 000,013,1 000,013,1 0

  退職給付引当資産支出 000,013,1 000,013,1 0

拠点区分間繰入金支出 000,000,5 000,000,71 000,000,21△

その他の活動支出計(8) 000,013,6 000,013,81 000,000,21△

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,062,4 000,047,71△ 000,000,22

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 0 0 0

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 060,020,83 060,020,83 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 060,020,83 060,020,83 0



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　古川橋小学校放課後児童クラブ 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

保育事業収入 000,059,72 000,030,72 000,029

  その他の事業収入 000,059,72 000,030,72 000,029

    補助金事業収入（公費） 000,078 000,071,1 000,003△

    受託事業収入（公費） 000,070,72 000,058,52 000,022,1

      受託事業収入（公費）委託料 000,027,62 000,005,52 000,022,1

      受託事業収入（公費）その他 000,053 000,053 0

    受託事業収入（一般） 000,01 000,01 0

事業活動収入計(1) 000,059,72 000,030,72 000,029

人件費支出 000,030,42 000,092,32 000,047

  職員給料支出 0 000,062,1 000,062,1△

  職員賞与支出 0 000,057 000,057△

  非常勤職員給与支出 000,000,12 000,063,81 000,046,2

  退職給付支出 000,05 000,05 0

  法定福利費支出 000,089,2 000,078,2 000,011

事業費支出 000,004,2 000,004,2 0

  給食費支出 000,085 000,085 0

  保健衛生費支出 000,011 000,011 0

  保育材料費支出 000,095 000,095 0

  消耗器具備品費支出 000,087 000,087 0

  保険料支出 000,01 000,01 0

  賃借料支出 000,033 000,033 0

事務費支出 000,022,1 000,022,1 0

  福利厚生費支出 000,032 000,032 0

  職員被服費支出 000,001 000,001 0

  研修研究費支出 000,02 000,02 0

  事務消耗品費支出 000,071 000,071 0

  通信運搬費支出 000,062 000,062 0

  手数料支出 000,034 000,034 0

  雑支出（事務） 000,01 000,01 0

    その他の雑支出（事務） 000,01 000,01 0

事業活動支出計(2) 000,056,72 000,019,62 000,047

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,003 000,021 000,081

施設整備等収入計(4) 0 0 0

固定資産取得支出 000,003 000,002 000,001

  器具及び備品取得支出 000,003 000,002 000,001

施設整備等支出計(5) 000,003 000,002 000,001

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,003△ 000,002△ 000,001△

サービス区分間繰入金収入 0 000,08 000,08△



令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　古川橋小学校放課後児童クラブ 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

その他の活動収入計(7) 0 000,08 000,08△

その他の活動支出計(8) 0 0 0

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 0 000,08 000,08△

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 0 0 0

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 908,011,5 908,011,5 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 908,011,5 908,011,5 0



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 ｻｰﾋﾞｽ区分　ブリスガーデン 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

事業活動収入計(1) 0 0 0

事務費支出 000,070,1 0 000,070,1

  土地・建物賃借料支出 000,070,1 0 000,070,1

事業活動支出計(2) 000,070,1 0 000,070,1

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,070,1△ 0 000,070,1△

施設整備等収入計(4) 0 0 0

固定資産取得支出 000,032,44 0 000,032,44

  建物取得支出 000,000,83 0 000,000,83

  構築物取得支出 000,000,1 0 000,000,1

  器具及び備品取得支出 000,000,1 0 000,000,1

  差入保証金差入支出 000,032,4 0 000,032,4

施設整備等支出計(5) 000,032,44 0 000,032,44

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,032,44△ 0 000,032,44△

拠点区分間繰入金収入 000,003,54 0 000,003,54

その他の活動収入計(7) 000,003,54 0 000,003,54

その他の活動支出計(8) 0 0 0

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,003,54 0 000,003,54

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 0 0 0

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 0 0 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 0 0 0



担当者

令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 拠点区分　こどもサポート　ふるかわベース 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

障害福祉サービス等事業収入 000,990,43 000,071,52 000,929,8

  障害児施設給付費収入 000,818,33 000,079,42 000,848,8

    障害児通所給付費収入 000,785,23 000,079,42 000,716,7

    障害児相談支援給付費収入 000,132,1 0 000,132,1

  利用者負担金収入 000,182 000,051 000,131

  その他の事業収入 0 000,05 000,05△

    補助金事業収入（公費） 0 000,05 000,05△

事業活動収入計(1) 000,990,43 000,071,52 000,929,8

人件費支出 000,010,02 000,429,71 000,680,2

  職員給料支出 000,256,31 000,184,31 000,171

  職員賞与支出 000,264,2 000,112,2 000,152

  非常勤職員給与支出 000,204,1 0 000,204,1

  退職給付支出 000,291 000,191 000,1

  法定福利費支出 000,203,2 000,140,2 000,162

事業費支出 000,752,2 000,848,1 000,904

  給食費支出 000,201 000,12 000,18

  保健衛生費支出 000,201 000,12 000,18

  保育材料費支出 000,202 000,151 000,15

  水道光熱費支出 000,202 000,171 000,13

  消耗器具備品費支出 000,319 000,119 000,2

  保険料支出 000,232 000,132 000,1

  賃借料支出 000,204 000,103 000,101

  車輌費支出 000,201 000,14 000,16

事務費支出 000,230,4 000,224,4 000,093△

  福利厚生費支出 000,28 000,14 000,14

  職員被服費支出 000,203 000,172 000,13

  旅費交通費支出 000,21 000,11 000,1

  研修研究費支出 000,291 000,191 000,1

  事務消耗品費支出 000,222 000,122 000,1

  通信運搬費支出 000,172 000,157 000,084△

  広報費支出 000,13 000,13 0

  業務委託費支出 000,202 000,191 000,11

  手数料支出 000,24 000,14 000,1

  土地・建物賃借料支出 000,246,2 000,146,2 000,1

  租税公課支出 000,21 000,11 000,1

  雑支出（事務） 000,22 000,12 000,1

    その他の雑支出（事務） 000,22 000,12 000,1

事業活動支出計(2) 000,992,62 000,491,42 000,501,2



令和  7 年度次年度資金収支予算書

(令和      年     月     日) 【 拠点区分　こどもサポート　ふるかわベース 】

(単位:  円)

科　　　目 予 算 額 前年予算額 差引増減額 摘　　　　　要

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 000,008,7 000,679 000,428,6

施設整備等収入計(4) 0 0 0

固定資産取得支出 000,008 000,066,21 000,068,11△

  建物取得支出 0 000,072,11 000,072,11△

  車輌運搬具取得支出 0 000,016 000,016△

  器具及び備品取得支出 000,008 000,077 000,03

  その他の固定資産取得支出 0 000,01 000,01△

施設整備等支出計(5) 000,008 000,066,21 000,068,11△

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,008△ 000,066,21△ 000,068,11

拠点区分間繰入金収入 0 000,000,31 000,000,31△

その他の活動収入計(7) 0 000,000,31 000,000,31△

拠点区分間繰入金支出 000,000,7 000,000,1 000,000,6

その他の活動支出計(8) 000,000,7 000,000,1 000,000,6

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,000,7△ 000,000,21 000,000,91△

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 0 000,613 000,613△

0 0 0

前期末支払資金残高(12) 804,093 804,47 000,613

当期末支払資金残高(11)+(12) 804,093 804,093 0


